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介護殺人の行動パターン把握の試みⅡ 
― 103件の新聞記事をもとに ― 
 
Discuss an issue of the patterns that was murdered by caring family PartⅡ 
― Based on the newspaper article of 103 ― 
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＜要   約＞ 
 本研究は，介護殺人を防止する為に予測的に介入する時に活用する，介入基準を開発する
為の予備的研究である。筆者はこれまで，「行動分析学的アプローチによる介護殺人パター
ン把握の試み」，「介護殺人の行動パターン把握の試み」と題して，判例をもとに検討を行っ
てきた。更に多面的な検討の必要性が課題とされ，今回は103件の新聞記事をもとに量的研
究を試みた。 
 103件の事件の特徴として，介護保険制度における介護サービスの早朝，夜間，深夜加算
の時間帯に事件が多いのではないか，加害者は50～80歳代の認知症や寝たきりなどの廃用
症候群（生活不活発病）の女性要介護者を介護している50～60歳代の男性介護者が多いの
ではないか，男性加害者は殺害の凶器や方法として紐状のものを使用したり，暴行したりす
ることが多いのに対し，女性加害者は紐状のもの以外に，暴行，刃物，薬／毒物など，凶器
や方法は多様なのではないか，などの特徴が明らかになった。 
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1．はじめに 
 本研究は，在宅で家族を介護，あるいは看病す
る者が，その介護や看病の対象者を殺害してしま
う事件（以下，介護殺人とする）の行動パターン
の把握の試みであり，介護殺人を防止する為の，
介入基準の開発の予備的研究である。 
 高齢者や障碍者に対する虐待の介入判断，ある
いは介入基準に関する検討は以前より行われてお
り，2006年には高齢者虐待防止法（高齢者虐待
の防止，高齢者の養護者に対する支援等に関する
法律），2012年には障害者虐待防止法（障害者虐
待の防止，障害者の養護者に対する支援等に関す
る法律），がそれぞれ施行されている。しかし，
介護殺人に関しては，事件後の情報整理の困難さ
や介護殺人の定義の不統一の現状，事件後の情報
公開の制限等の性質上，介入判断や介入基準の検
討資料の量は乏しく，介護殺人防止の側面による
養護者に対する支援の検討も乏しく，現時点にお
いても，それらに対する制度は施行されていない。
また，介護殺人が減少している傾向も確認できて
いない。介護殺人防止の為の介入基準と養護者に
対する支援の検討は急務である。よって今回は，
介護殺人防止の為の介入基準の開発の一助となる，
介護殺人の行動パターンを検討していきたい。 
 我が国の介護殺人に関する先行研究は，事件の
性質上，量的研究の数は乏しい。近年の量的研究
のおいては，障碍者の分野においては柴崎
（2006）が過去16年間の新聞報道154件の事件を
検討しており，高齢者の分野においては湯原
（2011）が過去13年間495件の事件の基本集計を
報告しているが，新聞報道による詳細の把握の困
難さを課題としている。しかし残念なことに，介
護殺人の減少は確認できていない現状にあり，事
件は毎年報道されている。よって今回は，現時点
における詳細の確認できる新聞記事を素材とし，
検討を試みることにした。 
 
 
 
 
 
２．方法 
（１）サンプル 
 朝日新聞「聞蔵Ⅱビジュアル・フォーライブラ
リー」，毎日新聞「毎日Newsパック」のデータ
ベースを使用し，「介護殺人」「介護・事件」など
のキーワードより検索し，介護家族が関連する介
護殺人事件か否かを吟味し，事件を抽出した。介
護殺人の定義は，筆者ら宮元・三橋（2012）の
検討の際に設定した定義と同様に，介護殺人の被
害者は高齢者に限定せず，60歳未満の障碍者も
含むこととした。介護殺人の行動パターンの把握
が目的の為，未遂事件も検討に入れた。尚，被害
者が複数の事件や詳細の確認できない事件は分析
より省いた。収集範囲は，2005年 6 月から2014
年 9 月，の103件とした。81件が殺人で，残りが
未遂，心中であった。 
 
（２）分析の手順 
 分析方法は内容分析の手法を用いた。コーディ
ング作業においては，同一の事件記事の続編は常
に更新し，事件の重複がないよう，加害者氏名，
地域，発生年月，をコーディングシートに記録し，
記事の収集時においては常に確認を行った。 
 筆者ら宮元・三橋・永嶋（2013）「介護殺人の
行動パターン把握の試み―37件の判例をもとに
―」においては，介護者とその対象者の「病苦と
の関連」，「ジェンダーとの関連」，「生活苦との関
連」，「医療・介護サービス利用の有無」，「介護や
生活に関する相談をしていたのか」，事件の前後
の「行動」，の 6 つの再検討の必要性を考察した。
しかし，新聞記事においては，「生活苦との関連」，
「医療・介護サービス利用の有無」，「介護や生活
の相談を誰かにしていたのか」，の項目は，検討
する量を満たすことができなかった。また，事件
の行動パターンの把握に重要な動機もその量を満
たすことができなかった。よって，宮元・三橋・
永嶋（2013）による再検討項目の，「病苦との関
連」，「ジェンダーとの関連」，「行動」，の一部が
検討可能項目となった。今回の103件の新聞記事
においては，「時間帯コード」，「加害者性別」，
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「加害者年齢（代）」，「加害者続柄」，「凶器・方法
コード」，「被害者性別」，「被害者年齢（代）」，
「被害者続柄」，「被害者の主症状コード」，の 9 
項目のみがコード化され，検討項目となった。続
柄については，内縁の者も，夫もしくは妻に加え
た。 
 「時間帯コード」は，介護保険制度における
サービスの早朝加算，夜間加算，深夜加算，日中，
の分類を試みたが，夜間加算の時間帯と深夜加算
の時間帯においては区別が困難であった為，「夜
間～深夜」とまとめた。よって，「早朝」，「日
中」，「夜間～深夜」の 3 分類となった。 
 「凶器・方法コード」は，内容分析の手法によ
り，大まかに分類したもの，または新聞記事の内
容により分類したものである。「紐状」，「暴行」，
「刃物」，「薬／毒物」，「鈍器」，「放火」，の 6 つ
が分類された。「紐状」の物とは，ひも，腰ひも，
タオル，ロープ，電気コード，ネクタイ，等の記
載であった。 
 「被害者の主症状コード」は内容分析の手法に
より，新聞記事の内容により分類したものであり，
診断名の有無が不明なものにおいても，記者の解
釈や近隣住民のインタビュー内容などをもとに，
主症状をみたて，コード化した。「認知症の症状」，
「廃用症候群の症状」，「脳卒中の症状」，「メンタ
ルヘルス不全の症状」，「肢体不自由の症状」，「内
部障害の症状」，「その他」，の 7 つに分類された。
「その他」とは，視覚障害，聴覚障害，知的障害，
不明，をまとめたものである。 
 コーディング項目はクロス集計を行った。また，
それぞれの項目の独立性を確認する為にχ2検定
を行い，それぞれの項目の関連性を確認する為，
それぞれコレスポンデンス分析を行った。クロス
集計，χ2検定，コレスポンデンス分析は，統計
ソフト，Excel統計2012，を使用した。 
 
（３）倫理的配慮 
 個人が特定されるような，氏名，地域，年月は
削除し，個人が特定されるような事例も公開しな
いこととした。また，コーディングシートの管理
は厳重に行った。      
 
３．結果 
（１）犯行の時間帯 
 犯行の時間帯コードは，介護保険制度における
サービスの加算の時間帯でコード化し，分類した。
6：00～8：00の早朝加算の時間帯においては14
件，8：00～18：00の日中の時間帯では37件，
18：00～22：00の夜間加算の時間帯と22：00～
6：00までの深夜加算の時間帯では52件となった。
結果を図 1 に示した。早朝，夜間，深夜の時間
帯の犯行が56％となった。尚，加害者や被害者
の性別，加害者と被害者の年齢（代），加害者や
被害者双方の続柄，と犯行の時間帯コードをそれ
ぞれ集計し，χ2検定で独立性を確認したところ，
それぞれ有意差はみられなかった。加害者の性別，
年齢（代），続柄と時間帯コードの内訳は図 2 に，
被害者の性別，年齢（代），続柄と時間帯コード
の内訳は図 3 に示した。尚，被害者に40歳代の
女性が確認できなかった。 
 
（２）加害者と被害者の特徴 
 1 ）加害者と被害者のクロス集計 
 加害者の性別と被害者の性別を集計し，結果を
表 1 に示した。χ2検定の結果， 1 ％水準で有意
となった。加藤（2004）湯原（2011）の先行研
究のように，加害者に男性介護者が多く，被害者
に女性要介護者が多い結果となった。 
 加害者の年齢（代）と被害者の年齢（代）の関
連を集計したところ， 1 ％水準で有意となった。
結果を表 2 に示した。更にそれぞれの関連を確
認する為，コレスポンデンス分析を行った。累積
固有値は0.622，累積寄与率は86.2％となった。
結果を図 4 に示した。50歳代の加害者は親世代
の80歳代の被害者との関連性が近く，60歳代，
70歳代，80歳代，の加害者は同年代の被害者と
の関連性が近いことが示唆された。 
 加害者の続柄と被害者の続柄を集計したところ， 
1 ％水準で有意となった。結果を表 3 に示した。
更に関連性を確認する為，コレスポンデンス分析
を行った。累積固有値は2.000，累積寄与率は
38.8％であった。結果を図 5 に示した。介護者と
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要介護者の関係，続柄がマッチングされた。 
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 犯行の時間帯コードと被害者の主症状コードを
集計したところ，有意差はみられなかった。表 4 
に示した。関連性を確認する為コレスポンデンス
分析を行ったところ，累積固有値が0.129，累積
寄与率が99.9％となり，夜間～深夜と認知症の症
状，との関連が近いことが確認された。図 6 に
示した。加藤（2004）湯原（2011）の先行研究
においても，認知症と介護殺人との関連は指摘さ
れていた。しかし，夜間～深夜と認知症の症状，
との関連は，今回，明確となった。 
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 2 ）加害者 
 加害者の特徴を把握する為，それぞれの項目の
検討を行った。加害者の性別と使用された凶器と
方法のコードの集計を行ったところ，5 ％水準で
有意となった。結果を表 5 に示した。男性加害
者は女性加害者に比べて，電気コードやネクタイ
などの紐状のものを使用し，首を絞めたり，殴る
蹴るの暴行を行う，等の特徴があるのではないか，
とのことが示唆された。更に加害者の続柄と使用
された凶器と方法コードの集計をしたところ， 
5 ％水準で有意となった。結果を表 6 に示した。
更に関連性を確認する為，コレスポンデンス分析
を行った。累積固有値は0.391，累積寄与率は
79.2％であった。結果を図 7 に示した。加害者の
夫は紐状のものや鈍器なものを使用し，加害者の
息子は暴行を行い，加害者の妻は刃物を使用する
傾向があるのではないか，ということが示唆され
た。尚，加害者の年齢（代）と凶器と方法コード
の関連に有意差はみられなかった。 
 加害者の続柄と被害者の主症状コード，加害者
の年齢（代）と被害者の主症状コードを集計した
ところ，それぞれ有意差は見られなかった。しか
し，コレスポンデンス分析においては，加害者の
続柄と主症状コードは，累積固有値が0.421，累
積寄与率は76.3％となり，加害者の年齢（代）と
主症状コードは，累積固有値が0.244，累積寄与
率は73.2％となった。結果は図 8 と図 9 に示した。
認知症と廃用症候群の被害者は，50歳代と60歳
代の息子や娘，夫，との関連が示唆された。 
 
 3 ）被害者 
 被害者の特徴を把握する為，それぞれの項目の
検討を行った。被害者の性別と使用された凶器と
方法のコードの関連を検討したところ，5％水準
で有意となった。結果を表 7 に示した。更に被
害者の続柄と使用された凶器・方法のコードの関
連を検討したところ，1 ％水準で有意となった。
結果を表 8 に示した。更に関連性を確認する為，
コレスポンデンス分析を行った。累積固有値は
0.454，累積寄与率は67.1％となった。結果を図
10に示した。被害者の妻と母は，紐状の凶器と
暴行による被害との関連が近いことが示唆された。 
 次に被害者の年齢（年代）と被害者の主症状
コードの関連を検討したところ， 1 ％水準で有
意となった。結果を表 9 に示した。更に関連を
確認する為，コレスポンデンス分析を行った。累
積固有値は0.462，累積寄与率は66.7％となった。
結果を図11に示した。70歳以上の被害者は，認
知症と廃用症候群との関連が近いことが示唆され
た。 
 
４．考察 
 今回の研究は，過去 9 年間におけるわずか103
件のデータをもとに検討したものである。それら
のことを考慮したうえで，分析結果を考察した。 
 犯行の時間帯は，介護保険制度のサービスにお
ける早朝や，夜間，深夜の時間帯に多いという結
果になった。図 3 や図 4 の加害者や被害者の性
別，年齢，続柄と犯行の時間帯コードの図をみる
と，日中にも事件が発生していることが確認でき
た。これらの結果は，日中も変わらず事件が発生
しているとも解釈できる。しかし，夜間帯から早
朝の時間帯にかけてサービスが受けにくい状況の
なか，日中と変わらず，あるいは日中より多めに
事件が発生しているということは，夜間から早朝
の時間帯のサービスの充実させることによって，
事件は防止できるとも考えられた。また，図  6 
においては，夜間から深夜の時間帯と被害者の認
知症の症状との関連があることも確認できた。 
 加害者と被害者の性別，年齢，続柄を検討にお
いては，男性介護者が女性要介護者を殺害する
ケースや，夫が妻を，息子が母親を殺害するケー
ス，等のジェンダーに関する課題の他，60歳代，
70歳代，80歳代の，高齢のパートナー同士の事件
の関連性から，エイジズムに起因する生きづらさ，
生活のしづらさ等も示唆された。 
 次に，これらの結果をもとに，103件の介護殺
人事件の行動パターンを，男女別に整理してみた。 
 男性加害者のパターンは，早朝や日中に比べ，
夜間から深夜の時間帯にリスクがあり，70～80 
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歳代の認知症や寝たきりなどの廃用症候群の女性
要介護者を介護している50～60歳代で，殺害の
凶器や方法として紐状のものを使用したり，暴行
したりすることが多いのではないか，ということ
が示唆された。 
 女性加害者のパターンは，早朝，日中，夜間，
深夜，の別に特徴はなく，年齢は50～70歳代で，
男性加害者が圧倒的に凶器に紐状のものを使用し
たり，暴行を行うのが多いのに対し，女性加害者
は殺害の凶器や方法として紐状のものの他は，暴
行，刃物，薬／毒物，等と多様なのではないか，
ということが示唆された。 
 今後我々は，これらのことを，地域住民として，
専門職として，注意深く察する必要があるのでは
ないか，ということが考えられた。 
 
５．今後の課題 
 今回の研究は，過去 9 年間の，わずか103件の
事件をもとに検討したものである。女性加害者の
サンプル数が十分でなく，性差などの明確な特徴
は得られなかった。しかし結果は，先行研究の質
的研究で明らかにされたことを，わずか103件の
量で確認できた，とも考えられた。今後は更に
データ量を増やし，多面的に検討する必要性が考
えられた。また，多種多様な介護者がいることか
ら，行動パターンは 3 つ以上のものを提示する
必要性も考えられた。そして，今回検討すること
ができなかった，「生活苦との関連」，「医療・介
護サービス利用の有無」，「介護や生活の相談を誰
かにしていたのか」，等の項目は，サンプルを十
分に検討したうえで，質的研究で見直す必要性も
考えられた。 
 
付記 
 本研究は，2014年度の日本精神保健社会学会
（第20回）学術大会において発表した内容の一部
を加筆修正したものである。本研究における貴重
なご意見とご指摘を諸先生方とその関係者様にお
いて，心より感謝申し上げます。      
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